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地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年法律第１６２号）第２７条の規定に

より教育委員会がその権限に属する事務の管理及び執行の状況について、点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を議会に提出し、公表することにより、効果的な教育行政の推進に資

するとともに、住民への説明責任を果たしていくために実施していくものである。 

 

 

 

 

１０款．教育費 

（１項）教育総務費 

P 1・・・幼稚園就園奨励事業 

P 2・・・児童生徒自立支援事業・スクールカウンセラー事業・教育相談員事業 

P 3・・・鹿島市日韓子ども交流事業・外国青年招致事業・特別支援学校等通学対策事業 

P 4・・・特別支援教育支援員事業・スクールソーシャルワーカー活用事業・学習支援員事業 

P 5・・・心の支援員活用事業・小学校英語活動支援員配置事業・金管バンド指導支援員活

用事業 

P 6・・・フッ素洗口むし歯予防事業・コミュニティ・スクール推進事業・栄養教諭を中核とした

食育推進事業 

（２項・３項）小学校費・中学校費 

P 7・・・教材等備品整備事業 （小学校管理事業・中学校一般管理事業）・学力向上対策事

業 （小学校管理事業・中学校一般管理事業） 

P 8・・・就学援助事業 （教育振興費）・遠距離通学児童生徒対策事業 （教育振興費）・「こ

ころを育む」推進事業 （教育振興費） 

P 9・・・福祉教育研究実践委託事業 （教育振興費）・ふるさと人材育成支援事業 

P10・・・小中学校施設整備事業・小学校耐震補強事業 

P11・・・鹿島小学校改築事業 

（４項）社会教育費 

P12・・・少年教育事業 

P13・・・青少年教育事業 

P14・・・社会教育事業・社会教育事業委託・補助 

P15・・・男女共同参画社会づくり事業・中央公民館事業 

P16・・・文化財保護対策事業 

P17・・・伝統的建造物群保存事業（肥前浜宿継場管理事業）・社会同和教育事業 

P18・・・生涯学習センター管理事業・市民図書館事業 

（５項）保健体育費 

P19・・・スポーツ推進事業・市立学校体育施設開放事業 

P20・・・スポーツ組織等の強化育成事業・体育施設管理事業 

P21・・・学校給食運営事業 

目 的 ・ 趣 旨 

目 次 
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１０款 教育費 

 

学校教育においては、２１世紀を主体的に生きることができる知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな子ども

たちの育成という観点に立ち、確かな学力・豊かな人間性・健康と体力を柱とし、加えて地域力を活かして「生

きる力」を育成するため、創意に満ちた特色ある学校教育の推進、教職員の資質向上及び教育環境の整備・

充実に努めた。 

また、市民が等しく学校教育や社会教育あるいはスポーツ・文化・レクリエーション・ボランティア活動などを

通じて、生涯にわたり学習できる社会の実現が重要となる中、多様化する現代社会を生きていくうえで必要な

知識や楽しみ、生きがいを見出すために、いつでも、どこでも、何でも学べる環境づくりに取り組むなど生涯学

習の基盤整備や各種施策の積極的な推進を図った。 

 

１０款 教育費 （１項）教育総務費 

 

豊かな人間性や基礎・基本を身につけさせ、未来を切り拓く力の育成を図るために、児童生徒の実態を踏

まえ、一人一人の能力を伸ばすための各種施策を展開した。 

特に、児童生徒自立支援事業指導員、訪問支援コーディネーター、スクールカウンセラー、教育相談員、

特別支援教育支援員やスクールソーシャルワーカーをはじめとする緊急雇用創出基金事業を活用した各種

支援員など、積極的な人的配置により、一人一人の教育的ニーズに応じた相談体制や学習・学校生活支援

の充実を図った。 

また、国際教育の一環として韓国の初等学校との交流を実施するとともに学校、家庭、地域が連携

して子どもたちを育むための各種事業を推進した。 

 

○教育総務費の主な事業 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 幼稚園就園奨励事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
11,542 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

2,561    8,981 

事業内容 

 

区   分 対 象 事業費(円) 事 業 概 要 

幼稚園就園奨励費補助 １１２人 11,126,167  

幼児教育の重要性に鑑み、家庭の所得に

応じて幼稚園児の保護者へ補助金を交付

した。 

幼稚園運営補助 ２園 415,000  
幼稚園の運営の円滑化及び幼児教育の

振興のため、幼稚園へ補助金を交付した。 

○主要施策 

 幼稚園への就園奨励 

○成  果 

 保護者及び幼稚園の経済的負担を軽減することにより、幼児教育の振興を図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 児童生徒自立支援事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
3,911 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

1,575    2,336 

事業内容 

 心理的・情緒的理由によって登校できない状態にある児童生徒に対して、個に応じた心の支援

や小集団での体験活動の場をとおして、自信や存在感を培うことにより、対人関係を改善すると

ともに、集団生活や学校生活への適応を図った。 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 他人とのつながりを拒否しがちな子どもたちも、指導員や友達からの声かけにより表情が明る

くなり、体験活動によって感動する心や思いやりの気持ちを育むことができた。 

事業名 スクールカウンセラー事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
1,564 財

源 
国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 521   1,043 

事業内容 

 教育相談に関して専門的な知識・経験を有する者をカウンセラーとして配置し、学校におけるカウンセ

リング機能の充実を図った。 

 中学校 1校、小学校７校兼務 １人配置 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 悩みや心配事のある子どもたちやその保護者、教職員に対して、助言や指導を与えることができた。 

事業名 教育相談員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
326 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    326 

事業内容 

教育相談員  中学校 2校兼務 1人配置 

 生徒の様々な悩みを聞き、助言を行い、学校教育・家庭教育の充実を図った。 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 子どもたちが気軽に相談ができ、学校と家庭との連携も図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 鹿島市日韓子ども交流事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
1,356 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,356 

事業内容 

 国際交流事業の一環として、児童の相互訪問を通じて国際理解教育の推進をはかる。 

 平成 22年度は、韓国高興郡テソ初等学校訪問団が北鹿島小学校を訪問、姉妹校締結式や歓迎交流

会などを行った。 

  訪問団 ５・６年生３２名 引率者６名 

○主要施策 

 大韓民国高興郡との交流事業 

○成  果 

 日本と韓国、言葉の壁はあったものの、互いに伝統芸能を演じ、それぞれの国の風習を教え合うこと

で、似ている部分、異なっている部分を学ぶなど、充実した交流を行うことができた。 

事業名 外国青年招致事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
9,692 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   217 9,475 

事業内容 

中学校の英語教育の充実を図るとともに、小学校の英語活動への派遣、地域レベルでの国際交流の

進展を図った。 

英語指導助手 西部中学校・東部中学校各１人配置 

○主要施策 

 ＡＬＴの積極的活用と国際理解教育の推進 

○成  果 

小中学生時がネイティブスピーカーによる指導を受けることは、外国語をより身近なものとし、語学習

得、国際理解への意欲を増進させることにつながった。 

事業名 特別支援学校等通学対策事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
328 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    328 

事業内容 

特別支援学校等に在籍する児童生徒が帰省する際の補助を行い、特別支援教育の円滑な運営を図

った。 

特別支援学校児童生徒帰省旅費補助 127,370円 

特別支援学校児童生徒送迎バス運行補助 200,000円 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 子どもたちの帰省に伴う保護者の経済的負担を軽減することができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 特別支援教育支援員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
20,772 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 10,289   10,483 

事業内容 

軽度発達障害など教育上特別の支援を必要とする児童生徒に対して、学習上又は生活上の困難を

克服するための教育を行うため、市内全小中学校に 9人の支援員を配置した。 

平成 22年度は緊急雇用創出事業により、11人の支援員を追加配置した。 

○主要施策 

一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

市内全小中学校に 1 人ずつ、また緊急雇用創出事業による追加配置により、きめ細かな個別対応を

することが可能になり、学習効果を高めることができた。 

事業名 スクールソーシャルワーカー活用事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
6,924 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 6,924    

事業内容 

 教育・福祉の両面に関して知識と経験を有する者を活用して、いじめ・不登校などの問題を抱えた児

童・生徒への対応を図る。 

 H22は緊急雇用創出事業を活用して、県事業でのスクールソーシャルワーカーに加えて 9人を市内全

小中学校に配置した。 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 問題を抱えた児童・生徒に影響を及ぼしている、家庭・学校・地域環境への働きかけにより、不登校等

の状況が改善された。 

事業名 学習支援員事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
11,165 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 11,165    

事業内容 

 不登校傾向のある児童生徒や学級にうまく入れない児童生徒の学校生活上の支援など学校ごとに異

なる様々な事情に対処する。 

 H22は緊急雇用創出事業を活用して、10人を配置した。 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 教員を補助し、児童生徒を支援することで、全体的な学習効果の向上を図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 心の支援員活用事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
2,509 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 2,509    

事業内容 

 休み時間、部活動など小中学校の様々な学校生活の中で児童生徒たちと気軽に触れ合いをもちなが

ら、話し相手になり悩みの相談を受ける。 

 H22は緊急雇用創出事業を活用して、市内中学校に 4人を配置した。 

 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

生徒よりの相談員として、生徒の不安解消に当たるとともに、先生の立場では気づきにくい、いじめな

ど生徒指導上の問題の早期発見・早期対処ができた。 

事業名 小学校英語活動支援員配置事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
2,242 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 2,242    

事業内容 

 小学校英語活動は、平成２３年度から小学校高学年で年間３５時間の授業実施に向けて推進が図ら

れているため、英語に堪能な人材を雇用する。 

 H22は緊急雇用創出事業を活用して、1人を雇用した。 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 英語に堪能な人材を雇用することにより、小学校教諭の負担軽減を図るとともに、英語活動の質を高め

ることができた。 

事業名 金管バンド指導支援員活用事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
486 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 486    

事業内容 

 専門的な指導が必要なマーチングを行う金管バンドに、指導支援員を配置することで、適切な指導と

教員の負担軽減をはかる。 

 H22は緊急雇用創出事業を活用して、鹿島小学校に 1名を配置した。 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

専門的な指導を行うことで、児童がより高度な技術を身につけることができ、また従来指導に当たって

いる教員の負担軽減を図ることができた。 
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○教育総務費の主な事業（続き） 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 フッ素洗口むし歯予防事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
135 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   41 94 

事業内容 

 むし歯予防に高い成果をあげているフッ素洗口を行うことにより、全国及び佐賀県の平均に比べても高

いむし歯罹患率の減少を目指し、実施した。 

  フッ素洗口実施児童数  1,867人  ※実施した児童の割合 95.84％ 

○主要施策 

 安全教育や食育を含めた健康教育の一層の推進と充実 

○成  果 

 むし歯予防への啓発を促し、永久歯のむし歯罹患率も減少傾向にある。 

事業名 コミュニティ・スクール推進事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
386 財

源 
国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

299    87 

事業内容 

 コミュニティ・スクールとは、学校の大きな方針を決める「学校運営協議会」に地域住民や保護者が参

加し、地域の意見や知恵を反映した、地域としっかりしたつながりのある開かれた学校である。 

 H24からのスタートに向けて、H22・H23は推進委員会による研究を行う。 

○主要施策 

 学校施設の開放・「開かれた学校づくり」事業の推進 

○成  果 

 H22は推進委員を 20人選出し、制度説明会や先進地視察を行った。 

事業名 栄養教諭を中核とした食育推進事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 事務局費 

事業費 

（千円） 
977 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

858    119 

事業内容 

 鹿島市では、平成 19 年 7 月に策定した「鹿島市食育推進計画」に基づき、市全体で食育推進に取り

組んでいるが、すべての保護者が食に関して高い意識を持っているとは言えず、また学校における食育

推進にもまだ工夫の余地がある。 

 そこで、子どもたちが発達段階に応じて食に関する正しい知識と技能を身につけ、食の大切さを意識し

て、今後の食習慣を望ましいものにしていくため、栄養教諭を中心として食育に取り組む。 

○主要施策 

 安全教育や食育を含めた健康教育の一層の推進と充実 

○成  果 

 朝食を食べない児童や独りで食べる児童の割合が減り、給食の食べ残しが減少するなど、食の充実に

つながった。 
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１０款 教育費 （２項・３項）小学校費・中学校費 

次世代を担うたくましい児童生徒の育成のために、その基盤となる学力の向上及び心の教育の充実に向け

ての施策を展開した。 

さらに、福祉・環境・情報教育を推進し、現代社会に対応できる人材育成のための各種施策や総合的な学

習の時間などを利用して自ら学び考える力を伸ばし「生きる力」を育成する施策を推進した。 

また、ふるさと鹿島を愛し、郷土の人材を育成するための施策や耐震化を含めた学校施設の整備の充実な

ど安全で快適な教育環境づくりのための各種施策を展開した。 

 

○小学校費・中学校費の主な事業 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（小学校管理事業・中学校一般管理事業） 

教材等備品整備事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備

係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
42,357 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1,000 41,357 

事業内容 

教育環境の整備充実のため、小・中学校の各種備品の整備を行った。 

○備品整備状況                                            （単位：円） 

区 分 小学校 中学校 計 

１ 教材備品 18,298,629  8,496,520  26,795,149  

２ 一般備品 5,512,244  4,850,670  10,362,914  

３ 図書備品 3,530,775  1,667,865  5,198,640  

計 27,341,648  15,015,055  42,356,703  

○主要施策 

快適な教育環境づくり 

○成  果 

学校事務の共同実施による備品の共同購入により、効率的な予算の執行を行った。 

また、寄附金等を活用した図書室の整備により学校図書館の充実が図られた。 

事業名 
（小学校管理事業・中学校一般管理事業） 

学力向上対策事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
2,506 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,506 

事業内容 

学習意欲の向上を図り、学習の基礎の確実な定着、個性と能力に応じた自己教育力の育成を図った。 

   ・小学校 1,687,000円   ・中学校 819,000円 

○主要施策 

 学習形態の工夫と指導方法及び指導体制の改善・充実 

○成  果 

 学力検査等に関する市内の実態報告や各学校の取り組み状況について協議や意見交換を行い、全職

員が同じスタンスで取り組むことができた。 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（教育振興費） 

就学援助事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
14,404 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

492    13,912 

事業内容 

経済的理由により、就学困難な児童生徒の保護者に対し、学用品費等の支給（要保護・準要保護就

学援助費）を行った。 

小学校 110人 6,301,153円 

中学校 77人 6,805,020円 

特別支援学級に通学する児童生徒の保護者に対し、学用品費等の支給（特別支援教育就学奨励

費）を行った。 

小学校 27人 807,119円 

中学校 10人 490,169円 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 保護者の経済的な負担を軽減することにより、義務教育の円滑な運営を図ることができた。 

事業名 
（教育振興費） 

遠距離通学児童生徒対策事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
2,447 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    2,447 

事業内容 

遠距離通学をする児童生徒の保護者に対して、通学方法に応じた補助金を交付した。 

小学校 60人 574,305円 

中学校 72人 1,871,799円 

○主要施策 

 一人一人を伸ばす教育の推進 

○成  果 

 保護者の経済的負担を軽減し、義務教育の円滑な運営を図ることができた。 

事業名 
（教育振興費） 

「こころを育む」推進事業 

所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
1,800 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,800 

事業内容 

動植物の飼育栽培、校内の環境整備、文化的事業やその他の体験活動を行うことにより、豊かな情

操と教養の習得を図った。 

・小学校 1,400,000円   ・中学校 400,000円 

○主要施策 

 福祉教育・情報教育・道徳教育・豊かな心を育む教育の推進 

○成  果 

友達、動物、植物との触れ合いや、様々な体験活動によって、思いやりの心や感動する心を育むこと

ができた。 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 
（教育振興費） 

福祉教育研究実践委託事業 

所管

課 

教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
550 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    550 

事業内容 

鹿島市福祉教育に関する条例に基づき、感性豊かな小

中学生の時期に地域においてボランティア活動を行い、地

域に貢献する温かい人間性豊かな人への成長を図る。 

・小学校 350,000円   ・中学校 200,000円 

○主要施策    

福祉教育・情報教育・道徳教育・豊かな心を育む教育の

推進 

○成  果 

 各学校で様々な取組がなされた。 

取組を通して、いろいろな人の立場を思いやって物事を

考えることができるようになり、また普段接することの少ない

地域の人達とのコミュニケーションを図ることができた。 

 

○福祉教育 

事業名 ふるさと人材育成支援事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 学校教育係 

費 目 教育振興費 

事業費 

（千円） 
2,900 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2,900  

事業内容 

鹿島市ふるさと人材育成支援基金条例に基づ

き、小中学生を対象として、活力ある地域づくりのた

めにふるさとの多様な自然・歴史・伝統文化・産業等

を活かした人材育成事業を行う。 

・小学校 2,100,000円   ・中学校 800,000円 

○主要施策    

福祉教育・情報教育・道徳教育・豊かな心を育む

教育の推進 

○成  果 

地域の産業に触れ、職業人の話を聞き、体験学

習を行ったことで、ものづくりへの興味・関心を高め

ることができた。 

 

○ふるさと人材育成支援事業 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 小中学校施設整備事業・小学校耐震補強事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校管理費 

事業費 

（千円） 
115,089 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

30,000    85,089 

事業 

内容 

学校から要望があった施設改善のための工事箇所を確認し、危険性の高い箇所や老朽化が著しい施設

等の修繕や工事を行い教育環境の改善に努めた。 

○事業内訳 

学 校 名 事業費（千円） 事 業 概 要 

1 鹿島小学校 1,356 プールろ過装置修繕、親子時計改修 他 

2 能古見小学校 198 緊急通報システム改修 他 

3 古枝小学校 242 プールサイド補修 他 

4 浜小学校 13,962 フェンス改修、通級指導教室整備 他 

5 北鹿島小学校 25,110 カーペット改修 他 

6 七浦小学校 2,429 音成分校水遊び場塗装 他 

7 明倫小学校 5,912 玄関ドア改修、黒板張替 他 

8 西部中学校 8,067 通級指導教室整備、浄化槽ポンプ取替 他 

9 東部中学校 1,667 電話機取替、体育館ステージ幕取替 他 

10 小中学校 全体 56,146 空調改修、地デジ対策、耐震補強設計 他 

○主要施策 

学校施設の耐震化、快適な教育環境づくり 

○成  果 

高額な修繕・工事は実施計画に盛り込みながら、児童生徒たちがすごしやすい教育環境を整えることが

できた。 

○北鹿島小学校カーペット改修工事 ○明倫小学校玄関ドア改修工事 
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○小学校費・中学校費の主な事業（続き） 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 鹿島小学校改築事業 
所管課 教育委員会 教育総務課 施設整備係 

費 目 学校建設費 

事業費 

（千円） 
407,086 

財
源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

150,571  225,800  30,715 

事業 

内容 

鹿島小学校北校舎改築工事は平成２１年度及び平成２２年度の２カ年で事業を行いました。 

新校舎については木材を多用することにより、あたたかみと潤いのある学習空間の整備に努めました。 
 

○新校舎概要（平成２２年１１月 竣工） 

  鉄筋コンクリート造地上３階建、建築面積１，３３７㎡、延床面積３，１９４㎡、最高高さ１５．０７m 

  １階：普通教室５部屋、多目的教室、家庭科室、給食受、便所 

  ２階：普通教室５部屋、特別支援学級３部屋、図書室、便所 

  ３階：普通教室５部屋、音楽室、便所 
 

○事業費内訳 

項  目 事業費(千円) 項  目 事業費(千円) 

建築主体 277,942 電気設備 49,406 

機械設備 51,413 外構２期 8,610 

東校舎解体 7,235 東校舎解体後電気設備 3,780 

その他関連工事 2,387 監理業務委託・建築確認 6,313 

合計 407,086 

○主要施策 

学校施設の耐震化、快適な教育環境づくり 
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１０款 教育費 （４項）社会教育費 

学び、楽しみ、交流する生涯学習のまちづくりのため、平成２１年度から指定管理制度を導入した

鹿島市生涯学習センター「エイブル」をはじめ各地区公民館や自治公民館等を拠点に、広く市民への

学習機会を提供し、地域住民の連帯を高め、生涯学習に対する環境づくりに努めた。また、次代を担

う青少年の育成を図るため、青少年体験活動事業「鹿島ドリームシップ」やジュニアリーダーによる

「わんぱくスクール」の開催によりさまざまな自然体験や経験ができる機会をつくった。 

一方、文化財においては、「大殿分山下遺跡」の調査や「赤門及び大手門」の調査測量を行ったほか、緊

急雇用促進事業による文化財資料の整理作業、古文書のデジタル写真撮影等の文化財保護事業を行った。 

社会同和教育事業においては、人権・同和問題の理解と認識を深めてもらうため、市民への啓発活

動や各種学習会を行った。市民図書館事業では、利用者のニーズに応えた様々なサービスの提供と企

画事業の充実を図り、親しみや興味・関心を持って気軽に立ち寄れる図書館づくりに努めた。 

○社会教育費の主な事業 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 少年教育事業 
所管課 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
551 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 382   169 

事業内容 

○わんぱくスクール                ２０千円 

小学校４～６年生を対象とし、ジュニアリーダー

などの講師により各種体験活動を提供。 延べ９５

人が参加し、屋外レクリエーションや小物づくりな

どを実施した。 

 

 

○エイブル・地区体育館開放事業    ２８３千円 

エイブルの開館日、体育館は５月～翌年３月ま

での平日午後３時～５時までを子どもの居場所づ

くりとして無料開放し、子ども達へ安全な遊び場を

提供した。 

・エイブル       延べ  ７,４１１人利用 

・北鹿島体育館   延べ    ３８６人利用 

・臥竜ケ岡体育館  延べ   ７６４人利用 

 

○鹿島市放課後子どもプラン運営委員会  １３８千円 

市内青少年関係団体による会議を開催(年 2回)。   

放課後の子どもの安全で安心な活動場所を確保し、

放課後対策についての意見交換を行った。 

○ヒカルの碁鹿島スクール        １１０千円 

６月～３月の第１・３土曜日を中心に計２２回開催、

日本棋院鹿島支部・ボランティア講師の指導により、小

学生５０人延べ７３５人が囲碁の楽しみ、礼儀作法を学

んだ。 

 

○主要施策 

・大人とのふれあいや他地区児童との交流 

・青少年育成及び活動支援 

・放課後子ども教室、子どもの居場所づくり  

○成 果 

小学生を対象に、自然体験・レクレーション活動に

より放課後児童対策等の拡充を図ることができた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）   平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 青少年教育事業 
所管課 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
3,707 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 1,169  488 2,050 

事業内容 

○第２６回鹿島ドリームシップ事業補助金 

１，５００千円 

８／25（水）から 28（土）にかけて小学生５９人、スタ

ッフ１０人が参加。沖縄にて平和研修（慰霊祭、ガマ

体験など）や海洋研修、地元小学校との交流を行っ

た。 

 

              (琉球村) 

○市子ども会連絡協議会体育・文化事業補助金 

 ３００千円 

市子ども会活動として８／１(日)に球技大会、１０

／１（金）から８(金)に夏休み作品展を開催した。 

 
（カッター研修） 

また、インリーダー研修を６／１９（土）～２０（日）

に波戸岬少年自然の家にて行い、各地区小学生

の部落長、副部落長１１２人が参加し、子ども会役

員及びジュニアリーダー等２１人が指導。基本的

な集団活動の研修を行った 

  

○青少年育成市民会議補助金     ２５０千円 

地域社会の担い手となる青少年の指導育成や、

非行防止のため青少年育成団体、関係機関及び青

少年育成指導者等の協力により、青少年健全育成

大会(第１２回少年の夢発表会)、親子アニメ映画館

の開催や地域環境点検活動など青少年健全育成活

動を展開した。 

 

○青少年海外派遣事業交付金     ４８８千円 

小学生１０人、スタッフ３人が参加。韓国釜山の

「ハムジゴル修練館」で現地小学生との交流などを

行った。 

 

○緊急雇用促進事業による青少年教育、体験活動

支援事業                 １，１69千円 

  緊急雇用促進事業により、青少年の自然体験や

学習活動、レクレーション活動の企画等を支援し、交

流や体験の機会を提供した。 

 

 

○主要施策 

・青少年自然体験活動、海外派遣交流の推進 

・市青少年育成市民会議や地区民会議との連携   

・市子ども会の事業活動支援と育成者の養成 

・市内各小学校児童のリーダー養成 

・青少年育成及び諸活動団体の育成支援 

・青少年ボランティアクラブの育成と活動支援 

 

○成 果 

市外の小学生との交流などを通じて、子どもたち

に自然や地域社会のなかで様々な体験や経験がで

きる場をつくることができ、次世代を担う青少年の育

成に資することができた。 

市子ども会の活動や地域行事への参加により子

どもの自主性と豊かな創造性を育み、地域コミュニテ

ィの充実が図られた。 
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○社会教育費の主な事業（続き） 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 社会教育事業 
所管課 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
557 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    557 

事業内容 

○「第５７回成人式」開催             ３２８千円 

１／９（日） 新成人３９３人該当、３２８人参加 

 

 

 

 

○「第１９回盛年の集い」開催         ２００千円 

２／１３（日） ６５歳該当者３２９人中、１３０人参

加 

 

○高齢者教室                   ２９千円 

各地区老人クラブからの申込みにより、定例会等を

利用し、「老いを生きる」「健康生活」などのテーマに６

７講座２,８０３人が受講した。 

 

○主要施策 

・市民の健康で文化的な生きがいづくりの支援 

○成 果 

年齢各層の交流が深められ、団体・サークルの活動

充実と人づくりに努めた。 

事業名 社会教育事業委託・補助 
所管課 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
3,300 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   1,700 1,600 

事業内容 

○芸術文化振興事業委託金（鹿島市文化連盟）  

６００千円 

 

○田澤記念館運営事業補助金     １,０００千円 

○田澤記念館振興事業交付金    １,7００千円 

○主要施策 

・文化団体、地域文化継承団体の育成支援 

・青少年教育及び諸活動団体の育成支援 

○成 果 

市民の芸術・文化に対する意識の向上、青少年教

育活動の支援が図られた。 
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○社会教育費の主な事業（続き）                        平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 男女共同参画社会づくり事業 
所管課 生涯学習課 社会教育係 

費 目 社会教育総務費 

事業費 

（千円） 
35 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    35 

事業内容 

○男女共同参画づくり講座                ３５千円 

(１)１１／２７(土)環境にやさしいお掃除講座 （２１人参加） 

(２)１／２９(土) おいしい栄養たっぷりの簡単ピザ作り講座 

                            (２１人参加) 

○主要施策 

・男女共同参画社会づくりの意識向上、学習機会の提供 

 

○成 果 

講座の開催を通じてワークライフバランスの認識を深める

とともに、「男女共同参画社会づくり」の意識づけの場を提供

することができた。 

事業名 中央公民館事業 
所管課 生涯学習課 中央公民館 

費 目 公民館費 

事業費 

（千円） 
70,198 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   4,680 65,518 

事業内容 

 平成２０年度から地区公民館に指定管理制度を導入し、相互の連携を図るため「鹿島市公民館連絡協議

会」を年４回開催し、公民館事業・経理業務等についての連絡調整を図った。また、地元からの寄附金を活

用し、のごみふれあい楽習館多目的広場用地の取得を行った。 

 

○地区公民館指定管理委託〈57,956千円〉 

№ 公  民  館 名 委託料〈千円〉 委 託 団 体 名 

1 鹿島公民館 7,617 鹿島公民館運営協議会 

2 能古見公民館・のごみふれあい楽習館 13,260 能古見地区振興会 

3 古枝公民館 8,955 古枝地区振興会 

4 浜公民館・臥竜ヶ岡体育館 9,722 浜町振興会 

5 北鹿島公民館 8,998 北鹿島振興協議会 

6 七浦公民館 9,404 七浦地区振興会 

 

○主要施策 

・地域コミュニティ活動の活性化、市民主体の組織活動の支援など 

・自治公民館単位でのコミュニティ活動の推進と支援 

○成 果 

地区公民館の主体的な事業活動の支援、指導、助言や自治公民館の整備について補助を行った。 
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○社会教育費の主な事業（続き）   平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 文化財保護対策事業 
所管課 生涯学習課 文化係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
7,254 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 4,549  80 2,625 

業内容 

○大殿分山下遺跡の調査（1,750千円） 

  12月 1日～1月 18日に市道が拡幅される部分

の 235 ㎡の調査を実施。調査の結果、主に中世

（12～14世紀）の遺構を検出。溝 5条、土坑９

基、柱穴・小穴多数を検出した。 

 出土遺物は比較的少ないが、土師器、輸入磁

器、瓦器、近世陶磁器等が出土した。また SK-06

の土坑から滑石製の紡錘車が出土している。 

○市内埋蔵文化財試掘・確認調査事業 (１３件 )  

（３４０千円） 

市内の各種開発行為に先立ち、埋蔵文化財保

護のための事前調査を実施した。 

 

○緊急雇用促進事業による文化財資料等調査・収

集・整理作業および古文書デジタル写真撮影作業

（2,799千円） 

  緊急雇用促進事業により、市内の古文書の調

査、民俗資料館資料の整理等の作業および鹿島市

関連の古文書のデジタル写真撮影作業を行った。 

 

○県指定重要文化財「赤門及び大手門（付属続

塀）」の調査測量業務（1,491千円） 

「鹿島城赤門及び大手門」は詳細な図面が無く、また

赤門・大手門・続塀等の破損の状況も明らかではな

かったので、これらの破損の状況を調査するとともに

建物の詳細な図面を作成し、今後の計画的な修理を

行う上での資料とするため、破損調査及び保存修理

用測量図の作成業務を委託した。 

 

 

○文化財案内看板の設置（139千円） 

 市指定文化財「筒口山下の中世石塔群」の説明板

の設置 

 

○文化財保護審議会(2 回)・文化財管理補助金(６

件)・文化財防火デー(七浦 戸口神社)・施設維

持・各種負担金・旅費・その他   

 （７３５千円） 
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○主要施策 

・文化財の保護と活用・内外に誇れる「かしま」の地域文化や文化財の選定、顕彰、保存育成と活用 

・民俗芸能・伝統工芸の保存及び継承支援・芸術文化の学習機会や鑑賞の機会の拡充 

・開発と文化財の保護の調整を行い、重要な文化財の保護の実施 

・緊急雇用促進事業の活用により、既存の資料の整理作業と古文書のデジタル写真化による保存活用事

業の実施 

○成 果 

大殿分山下遺跡の発掘調査を行うことにより、開発と文化財保護の調整を図ることができた。鹿島城赤門

及び大手門の破損の状況を調査するとともに建物の詳細な図面を作成し、今後の計画的な修理を行う上で

の資料とすることができた。また雇用促進事業の活用により、民俗資料館等の既存の資料の整理及び鹿島

市に関する古文書のデジタル写真化することで、古文書の保存活用に寄与することができた。 

事業名 
伝統的建造物群保存事業 

（肥前浜宿継場管理事業） 

所管課 生涯学習課 文化係 

費 目 文化財保護対策費 

事業費 

（千円） 
1,399 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

    1,399 

事業内容 

○肥前浜宿継場の指定管理委託   1,337千円 

継場の管理運営を、特定非営利活動法人水とま

ちなみの会に委託し、開館業務や管理運営業務な

どにあたってもらっている。 

○土地賃借料及・剪定作業委託料   62千円 

○主要施策 

・文化財の保護と活用 

・歴史資源を活用した観光の推進 

○成 果 

文化財施設をまちづくりの拠点、観光情報・案内

拠点としての活用ができた。 

事業名 社会同和教育事業 
所管課 生涯学習課 社会同和教育係 

費 目 社会同和教育費 

事業費 

（千円） 
3,158 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 968   2,190 

事業内容 

○社会同和教育啓発事業 

・児童・生徒へ作文・マンガ・標語の募集と表彰   

応募総数 4,337点 

（作文：1,094、標語：2,822、マンガ：421） 

・人権学習会の開催 （７回：314人） 

・七浦地区人権・同和問題懇談会の開催 

 （２回：６５人） 

･市職員対象の人権・同和問題研修会開催 

 （２回：２１８人） 

・市報に「ひろげよう人権の輪」を毎月掲載 

・文化教養講座の開催 

 『教育集会所』 

  書道教室（24回：のべ 188人） 

 『同和教育集会所』 

  ペン習字教室（12回：のべ 156人） 

  生花教室（12回：のべ 72人） 

○主要施策 

 ・人権啓発活動の推進 

 ・学校及び社会同和教育の推進 

○成 果 

学校・地域等で人権作品の取組みや学習会、研修会、

懇談会への参加により、人権・同和問題の理解と認識を

深めてもらうことができた。 

 

○人権学習会（生涯学習センタ－：エイブル研修室） 
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○社会教育費の主な事業（続き） 平成 22年度 鹿島市決算（資料） 

業名 生涯学習センター管理事業 
所管課 生涯学習課 社会教育係 

費 目 生涯学習推進費 

事業費 

（千円） 
88,454 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 3,000   85,454 

○平成２１年度から生涯学習センターに指定管理者制度を導入し、生涯学習事業の企画運営と施設管理を委託

し、事業の強化と利活用の推進を図った。また、きめ細かな臨時交付金を活用し、施設の改修を行った。 

○生涯学習推進費                           ○平成２２年度生涯学習センター利用状況 

 
 項   目 決算額(千円)  施設名 利用者(人) 月あたり(人) 

生涯学習センター指定管理委託料 84,045 ホール 17,774 1,481 

〃    需用費（修繕料） 4,304 研修室 14,993 1,249 

備品購入費 105  その他利用 33,394 2,783 

合     計 88,454  合  計 66,161 5,513 

事業内容 

○主要施策 

・えいぶる事業(９公演) 入場者数 ４，２４８人 

・エイブル倶楽部 ５８講座(４３種類)  受講者数 延べ４,２０４人 

・床の間コーナー展示事業 (６回) 

「西岡家寄贈資料展～発見された鹿島鍋島家文書～」（H22.3／2～4／29） 

「梶原一龍展」(5／1～6／30)     「田澤義鋪展」(7／2～8／29) 

「鈴田滋人展」(9／1～10／30     「納富進展～納富画伯鹿島を描く～」（11／2～12／26） 

「大塚清吾の世界展」（1／4～3／31） 

○成 果 

市民へ生涯学習に関する学ぶ機会を提供し、文化・芸術情報を発信するとともに館内の床の間コー

ナーを利用して鹿島のすばらしい人やもの(伝統・文化を含む)の展示を行い、広く紹介した。市民が主

体となって自主的に企画し、人づくり、地域づくりに寄与した。 

 

事業名 市民図書館事業 
所管課 生涯学習課 社会教育係 

費 目 図書館費 

事業費 

（千円） 
63,310 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   62 63,248 

事業内容 

○平成２１年度から図書館事業に指定管理者制度を導入し、図書館利用の促進を図った。また、開館後初

めて、閉架書庫の燻蒸を行い、蔵書の保管状況の改善に努めた。 

○図書館費                                ○平成２２年度市民図書館利用状況 

項   目 決算額(千円)  項   目 総  数 １日平均 

図書館指定管理委託料等 57,166 入館者数 154,922 553 

報酬、職員手当等 6,082 貸出人数 66,530 238 

図書資料購入費 62  貸出冊数 299,134 1,068 

合    計 63,310  開館日数    280日 

○主要施策 

・利用者の要求に応じた図書、視聴覚資料などの充実及び提供 

・児童等に対する読書推進と利用促進 

○成 果 

図書館ホームページの拡大と充実を図り、図書館企画の紹介、新着本の検索システムなどの利便性を高

めた。また、幼児を含む子どもの読書推進を行い、楽しみながら本に接する機会づくりに努めた。 
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１０款 教育費  （５項）保健体育費 

保健体育振興事業としては、総合型地域スポーツクラブ「スポーツライフ・鹿島」（会員数４４２人）で体験

教室やクラブ員交流事業により会員発掘や周知をし、各種スポーツ事業等で健康維持のための体を動か

す機会とスポーツの楽しみを提供することができた。また、第６３回県民体育大会を地元（鹿島市・嬉野市・

太良町）で開催し、２１年ぶりの３位入賞を果たし、成功裏に終えることができた。公認鹿島祐徳ロードレー

ス大会では関東学連の会長と現役大学生選手を招待し、６０回の記念大会に花を添えることができた。 

 体育施設管理事業として、蟻尾山公園では市民球場の設備修繕やクロカンコースの松の木伐採。北公園テ

ニスコートの防風ネット張替、林業体育館の照明器具修繕等に取り組んだ。 

 

 ○保健体育費の主な事業 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 スポーツ推進事業 
所管課 生涯学習課 スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
2,234 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   817 1,417 

事業内容 

○体育指導委員育成事業   １，４３８千円 

鹿島市体育指導委員２０名の育成により、市のスポーツ振興や地区・各種目団体への指導を行ない、

総合型地域スポーツクラブでの｢木楽・気楽健康クラブ｣を継続している。 

○各種スポーツ推進事業   ６５１千円 

ミニバレーボールリーグ戦、壮年ナイターソフトボール大会、県民体育大会ほか 

○保健体育推進事業   １４５千円 

 スポーツ振興審議会委員報酬、各種負担金・補助、会費ほか 

○主要施策 

・スポーツの生活化及び、子どもから高齢者までの生涯スポーツの推進 

・スポーツクラブ・総合型地域スポーツクラブ(子どもの居場所作りを含む)の育成強化と各種目団体に

おける競技力の向上 

・スポーツ指導者の充実と活用 

○成 果 

健康のため、楽しむためのスポーツを各種スポーツ推進事業と総合型地域スポーツクラブが推進。運

営委員から新たなスポーツ指導者が育成されている。 

事業名 市立学校体育施設開放事業 
所管課 生涯学習課 スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
450 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   450  

事業内容 

市内の９小・中学校の体育館を、市民へ夜間開放している。 

○主要施策 

スポーツの生活化及び、子どもから高齢者までの生涯スポーツの推進 

○成 果 

学校施設を有効に活用し、日常のスポーツニーズに対応できた。 
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○保健体育費の主な事業（続き）   平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 スポーツ組織等の強化育成事業 
所管課 生涯学習課 スポーツ係 

費 目 保健体育総務費 

事業費 

（千円） 
2,547 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   333 2,214 

事業内容 

○(財)鹿島市体育協会補助金等   ２，３２０千円 

  ・体育協会事業補助金（９５０千円）   

  ・県民体育大会業務委託（８５０千円）  

  ・県民体育大会選手強化補助金（４２０千円） 

  ・スポーツ振興事業交付金 １００千円 

   (株)東亜工機他より寄附 

○全国大会、九州大会出場補助金   ２２７千円 

○主要施策 

・スポーツの生活化、子どもから高齢者までの生涯スポーツの推進 

・スポーツクラブ、総合型地域スポーツクラブ(子どもの居場所作りを含む)の育成強化と各種目団体に

おける競技力の向上 

○成 果 

子どもから高齢者まで各団体階層で競技スポーツも向上している。 

事業名 体育施設管理事業 
所管課 生涯学習課 スポーツ係 

費 目 体育施設管理費 

事業費 

（千円） 
80,122 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

 4,342  6,303 69,477 

事業内容 

○事業内訳 

№ 事 業 名 事業費（借入金） 事 業 概 要 

１ 
体育館及び広場

管理事業 
12,830 

○体育館及び広場管理事業  11,175千円 

  ・市民体育館他管理委託料 3,019千円 

  ・市民体育館外灯修繕他   1,113千円 

  ・緊急雇用対策事業      4,342千円 

○林業体育館管理事業   1,654千円 

  ・照明器具修繕他      647千円 

２ 
七浦海浜スポー

ツ公園管理事業 
5,455 

○七浦海浜スポーツ公園特定施設管理運営 

（市体育協会に委託）   1,531千円 

○体育館水銀灯修繕他     222千円 

３ 
蟻尾山公園管理

事業 
54,895 

○蟻尾山公園指定管理委託(市体育協会へ)  50,152 千

円 

○市民球場設備工事他   2,670千円 

○クロカンコース松ノ木伐採委託 441千円 

４ 
北公園テニスコ

ート管理事業 
6,942 

○北公園管理業務委託  （シルバー人材センターへ）  

3,946千円 

○テニスコート防風ネット張替  329千円 

○主要施策 

・スポーツ施設の維持管理と修繕改修工事を実施し、効率的利活用を行った。 

○成 果 

 住民ニーズに対応した維持管理が進み、効率的に活用することができた。 
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○保健体育費の主な事業（続き）                 平成２２年度 鹿島市決算（資料） 

事業名 学校給食運営事業 
所管課 教育委員会教育総務課学校給食センター 

費 目 学校給食費 

事業費 

（千円） 
137,761 

財 

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源 

   2 137,759 

○事業内容 

学校給食は共同調理場方式で、１９６日の完全給食を実施した。 

  小学校 ９校（うち分校２校） １，９４９食 

中学校 ２校         １，０１８食 

その他 （学校職員ほか）     ２５６食 

    計             ３，２２３食 

米飯給食においては、平成１８年１１月から 100%鹿島産米の 

給食を行っている。また、平成２１年４月から米飯を週１回増や 

し、米飯週４回（月水木金）、パン週１回（火）としている。 

給食センターの事業としては、小中学生対象の親子料理教室を実施した。 

親子 15組と調理員・栄養士の参加により、調理実習やクイズ、ゲームを通して、楽しみながら

食の大切さを感じてもらった。 

施設面では、平成２０年８月に第１調理場の整備、下処理室の改築、検収室の新設等を行い作業

能率のアップと食中毒の防止対策など衛生管理の徹底を図ったが、２２年度は空調設備の更新や手

洗い場を増設し、施設・設備の充実を図った。 

 

学校給食運営事業１３７，７６１千円（材料費を除く） 

○親子料理教室 ○更新した空調設備（フード部分） 

  

 

 

内訳 人件費         ９４，２２２千円 

パート調理員等賃金   １３，３２９千円 

消耗品(洗浄用洗剤他)     ３，３７０千円 

燃料費(ガス、ガソリン他)   ７，４１０千円 

光熱水費(電気、水道)     ５，７６３千円 

修繕料(調理器具・機械)    ３，２９４千円 

役務費(汚泥処理費他)     ２，０９２千円 

委託料(厨房施設害虫駆除他)  ２，５０４千円 

工事請負費（空調設備他）   ３，７７９千円 

備品購入費(球根皮剥機他)    １，３９７千円 

その他の費用           ６０１千円 

 

      

○主要施策 

魅力ある学校給食の推進と望ましい食

習慣の育成 

○成 果 

郷土食や地域の旬の食材を取り入れた

献立、各学校のアンコール食、世界の味め

ぐり等バラエティに富んだ給食を提供し

た。また、栄養教諭を中心とした給食訪問

や食育授業の推進により、子どもたちが食

に関する正しい知識を身に付け、自らの食

生活を考え、バランスのとれた望ましい食

習慣の定着を図ることができた。 

 

 

  

○給食センター見学 


